
 

 

関西医科大学学位規程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13条の規定に基づき、関西医科大学（以下「本学」

という。）が授与する学位に関し必要な事項を定める。 

（学位） 

第２条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。 

医学部医学科 学士（医学） 

看護学部看護学科 学士（看護学） 

リハビリテーション学部理学療法学科 学士（理学療法学） 

リハビリテーション学部作業療法学科 学士（作業療法学） 

医学研究科修士課程 修士（医科学） 

医学研究科博士課程 博士（医学） 

看護学研究科博士前期課程 修士（看護学） 

看護学研究科博士後期課程 博士（看護学） 

（学位授与の要件） 

第３条 関西医科大学学則第16条の各項に定めるところにより、本学の学部を卒業した者には、学士の学位を授与

する。 

２ 関西医科大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第22条の各項に定めるところにより、本学の研究科

を修了した者には、修士又は博士の学位を授与する。 

３ 博士（医学）の学位は、前項に定めるもののほか、本学医学研究科において学位論文の審査及び試験に合格

し、かつ同研究科に４年以上在学して所定の単位を修得した者（以下、「単位修得者」という。）と同等以上の

学力があると認められた者にも授与する。 

４ 単位修得者が、大学院学則第５条に定める在学年限内に学位を受けることができない場合は、在学年限をもっ

て退学とする。なお、単位修得者の取り扱いは、別に定める。 

（学位の申請） 

第４条 前条第２項及び第３項の規定により、修士又は博士の学位を得ようとする者は、学位論文及び所定の申請

書類に論文審査料を添え、大学院医学研究科長又は大学院看護学研究科長（以下「研究科長」という。）に提出

しなければならない。 

（学位論文の受理） 

第５条 研究科長は、前条の規定により学位論文を受理したときは学長に報告したうえで、大学院医学研究科委員

会又は大学院看護学研究科委員会（以下「当該研究科委員会」という。）に審査を付託するものとする。 



 

 

２ 受理した論文及び論文審査料は、返還しない。 

（審査委員会） 

第６条 学位論文の審査及び試験は、当該研究科委員会において審査委員会を設けて行うものとする。 

２ 審査委員会は、当該研究科委員会において決定する審査委員をもって組織する。 

 

（学位論文の審査及び試験） 

第７条 審査委員会は、第３条第２項により学位論文審査を願い出た者に対しては、論文の審査及び試験を行うも

のとし、試験は論文に関連ある内容について行うものとする。 

２ 審査委員会は、第３条第３項により学位論文審査を願い出た者に対しては、論文の審査及び試験と併せて試問

を行うものとする。試験は論文に関連ある内容について、試問は学位論文審査を願い出た者が単位修得者と同等

以上の学力があることを確認するために、口頭及び筆答により行うものとする。 

３ 審査委員会は、第３条第２項により学位論文審査を願い出た者で退学後当該研究科委員会の定める年限以後に

論文を提出した者に対しては、論文の審査及び試験と併せて前項に準じて試問を行うものとする。 

（審査の期間） 

第８条 審査委員会は、学位論文が受理された日から１年以内に論文の審査、試験及び試問を終了しなければなら

ない。 

（博士及び修士の学位授与の判定） 

第９条 審査委員会は、学位論文の審査、試験及び試問が終了したときは、審査結果を文書で当該研究科委員会に

報告しなければならない。 

２ 博士及び修士の学位授与の判定は、当該研究科委員会委員の３分の２以上出席した委員会において、前項の報

告に基づき投票により、学長を除く出席者の３分の２以上の賛成を得ることを要する。 

（博士及び修士の学位の授与） 

第10条 学長は、前条の判定に基づいて、課程修了の認定又は授与資格の認定を行い、博士及び修士の学位を授与

するものとし、学位を授与できないものと決定した者にはその旨通知する。 

（学位の名称） 

第11条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、「関西医科大学」と付記するものとする。 

（学位授与の取消） 

第12条 学位を授与された者が、不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき、又はその名誉を汚辱

する行為をしたときは、学長は、医学部教授会、看護学部教授会若しくはリハビリテーション学部教授会（以下

「当該教授会」という。）、又は当該研究科委員会の議を経て、学位の授与を取消し、学位記を返還させ、かつ

その旨公表するものとする。 



 

 

２ 当該教授会又は当該研究科委員会において、前項の議決を行う場合は、第９条第２項の規定を準用する。ただ

し、当該教授会で前項の議決を行う場合、第９条第２項中「当該研究科委員会委員」とあるのは「当該教授会構

成員」と読み替えるものとする。 

（報告及び論文要旨等の公表） 

第13条 第10条により博士の学位を授与したときは、本学は授与した日から３カ月以内に文部科学大臣に所定の報

告書を提出するとともに、論文内容の要旨及び審査結果の要旨を、インターネットの利用により公表する。 

（学位論文の公表及び保管） 

第14条 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内にその論文を公表しなければならない。ただ

し、博士の学位の授与を受ける前にすでに公表したときは、この限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、当該研究科委員

会の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することが

できる。この場合において、当該研究科委員会は、当該博士論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとす

る。 

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項による公表は、インターネットの利用により行うものとする。 

（学位記の様式） 

第15条 学位記の様式は、別記様式第１から第９までのとおりとする。 

（細則） 

第16条 本規程に定めるほか、博士及び修士の学位の申請及び審査に関する必要な事項は、関西医科大学学位規程

大学院医学研究科施行細則及び関西医科大学学位規程大学院看護学研究科施行細則の定めるところによる。 

（規程の改廃） 

第17条 本規程の改廃は、大学諮問会議の議を経て、学長が決定する。 

 

（略） 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 



 

 

様式第５ 学位記(第３条第２項関係) 
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